
市
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ(

乳
房

X
線
撮
影)

検
査
と
視
触
診
検
査
を
併

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
受
診
は
事
前
に

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
象u

平
成
26
年
３
月
31
日
時
点
で
40

歳
以
上
の
偶
数
歳
の
女
性

料
金u

40
歳
代
の
か
た
は
２
千
900
円
、

50
歳
以
上
の
か
た
は
２
千
300
円

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
日
程(
９
月
分)

①
に
ぎ
わ
い
交
流
館(

中
通)
…
２
日
(月)
、

②
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
…
11

日
(水)
、
③
中
央
健
診
セ
ン
タ
ー(

川
尻

町)

…
毎
週
月
曜
日(

祝
日
除
く)

、
④
中

通
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク(

南
通)

…
平
日

申
し
込
みu

保
健
予
防
課
☎(

８
８
３)

１

１
７
６
へ
。
視
触
診
検
査
は
後
日
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
視
触
診
の
検
査

を
同
日
に
受
け
る
場
合

次
の
医
療
機
関
へ
、(  )

の
時
間
内

に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
市
立
秋
田
総
合
病
院
☎(

８
６
７)

７
４

８
９(

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時)

＊
毎
月
２
回
水
曜
日
の
午
後
５
時
〜
７
時

に
夕
暮
れ
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
は
し
づ
め
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎(

８
８
３)

３
３
８
８(

診
療
時
間
内)

③
あ
き
た
駅
前
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎(

８
３
７)

６
５
０
０(

診
療
時
間
内)

④
あ
き
た
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎(

８
３

４)

２
０
６
１(

月･

火･

木･

金
曜
日
、

平
日
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時)

⑤
秋
田
組
合
総
合
病
院
☎(

８
８
０)

３
０

０
０(

平
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時)

｢

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律｣

が
改
正
さ
れ
、
９
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
動
物
を
飼
っ
て
い
る
か
た
は
、

改
め
て
動
物
の
命
の
尊
さ
を
見
つ
め
直

し
、
周
囲
の
住
環
境
に
配
慮
し
て
動
物

を
飼
い
ま
し
ょ
う
。

改
正
点
①
…
動
物
の
所
有
者
の
責
務
と

し
て
、｢

逸
走(

脱
走)

の
防
止
や
繁
殖

に
関
す
る
適
切
な
措
置
を
行
い
、
動
物

が
そ
の
命
を
終
え
る
ま
で
適
切
に
飼
養

(

終
生
飼
養)

す
る
こ
と｣

が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

改
正
点
②
…
犬
や
猫
の
引
き
取
り
を
、

動
物
の
所
有
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合

は
市
保
健
所
が
対
応
し
ま
す
が
、
犬
猫

等
販
売
業
者
か
ら
の
依
頼
や
終
生
飼
養

の
原
則
に
反
す
る
場
合
は
拒
否
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
市
保
健
所
で
は
引
き
取
っ
た
犬
や
猫

を
希
望
す
る
か
た
に
譲
渡
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
衛
生
検
査
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改
正
点
③
…
個
人
や
動
物
愛
護
団
体
な

ど
が
行
う
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
動

物
の
譲
渡
や
保
管
、
貸
し
出
し
、
展
示

な
ど
も
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
点
④
…
愛
護
動
物
の
殺
傷
や
虐

待
、
遺
棄
に
関
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
犯
罪
で
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
検
査
課
☎(

８
８
３)

１
１
８
２

市
保
健
所
で
は
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、｢

秋
田
市
医
療
安
全
支

援
セ
ン
タ
ー｣

で
、
医
療
安
全
に
関
す

る
相
談
の
受
け
付
け
や
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
133
件
の
相
談
が
あ

り
、
お
も
な
相
談
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
相
談
は
ご
本
人
の
ほ
か
、
家
族
、

友
人
か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
お
も
な
相
談
内
容

u

健
康
や
病
気
に
関
す
る
こ
と
76
件

u

医
療
行
為･

内
容
に
関
す
る
こ
と
７
件

u

医
療
従
事
者
の
接
遇
に
関
す
る
こ
と

11
件

u

医
療
事
故･

過
誤
に
関
す
る
こ
と
２
件

u
医
療
費
に
関
す
る
こ
と
１
件

u
薬
に
関
す
る
こ
と
６
件

u

医
療
機
関
の
施
設
紹
介
や
案
内
９
件

u

そ
の
他
21
件

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
治
療
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
な
い

・
医
療
器
具
が
清
潔
で
な
い
　

・
無
資
格
者
が
医
療
行
為
を
行
っ
て
い

る
よ
う
だ
　

・
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら

な
い

＊
次
の
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

医
師
の
診
断
や
治
療
内
容
の
是
非
、

過
失
の
有
無
／
医
療
機
関
と
患
者
と

の
医
療
事
故
や
医
療
費
の
ト
ラ
ブ

ル
／
病
状
に
応
じ
た
特
定
の
医
療
機

関
の
紹
介
な
ど

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
医
療

安
全
支
援
セ
ン
タ
ー(

八
橋
南
一
丁
目

８-

３
市
保
健
所
１
階)

平
日
の
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

相
談
専
用
電
話
☎(

８
８
３)

１
２
２
９

＊
面
接
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

気
象
庁
で
は
８
月
30
日
(金)
か
ら
、
従

来
の
警
報
に
、
激
し
い
大
雨
や
大
き
な

津
波
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害

に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
「
特
別
警
報｣

を
新
た
に

追
加
し
ま
す(｢

東
日
本
大
震
災｣

や｢

伊

勢
湾
台
風｣

の
高
潮
な
ど
が
該
当)

。

特
別
警
報
が
出
た
ら
、
屋
外
の
状
況

や
、
避
難
指
示･

勧
告
な
ど
に
留
意
し
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
地
方
気
象
台

☎(

８
６
４)

３
９
５
５

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田
市ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

市役所からの
お知らせ

医い

療り
ょ
う

に
関か

ん

す
る
ご
相
談

そ
う
だ
ん

は

医い

療り
ょ
う

安
全

あ
ん
ぜ
ん

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー
へ

２

乳に
ゅ
う

が
ん
検
診

け
ん
し
ん

を
受う

け
ま
し
ょ
う

動
物

ど
う
ぶ
つ

は
愛
情

あ
い
じ
ょ
う

を
持も

っ
て

飼か

い
ま
し
ょ
う

気き

象し
ょ
う

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

に｢

特
別
警
報

と
く
べ
つ
け
い
ほ
う｣

を
新
設

し
ん
せ
つ

し
ま
す

10



７月18日、秋田市とヤマト運輸㈱

秋田主管支店の間で、｢災害時におけ

る緊急物資輸送および緊急物資拠点

の運営等に関する協定｣を締結しまし

た。協定では、市内で大規模な災害

が発生した際、緊急物資の避難所へ

の配送や保管などを互いに連携･協力

していくことを定めています。

ヤマト運輸と災害協力の
協定を締結しました

ヤ
マ
ト
運
輸
の
末
次
支
店
長

(

左)

と
穂
積
市
長

７月24日、台湾新竹市の許明財
きょめいさい

市

長を代表とする｢台湾健康都市連盟」

のみなさんが穂積市長を表敬訪問し

ました。

世界保健機関(WHO)の｢エイジフ

レンドリーシティグローバルネット

ワーク｣に、国内で唯一参加している

本市との意見交換を行うことが今回

の訪問目的。同連盟のみなさんは、

高齢者にやさしい都市の実現に向け

た本市の取り組みなどについて、真

剣に耳を傾けていました。

台湾から本市を視察に

｢台湾健康都市連盟｣のみなさんと穂積市長

防災安全対策課☎(866)2021問

相談では次のように対応します

市では、秋田県臨床心理士会の協力により、保育所への巡

回面談、面接や電話による発達相談を行っています。臨床心

理士とは、心理的な悩みに対する専門職で、お子さんの発達

や子育てに関する相談に専門的にアドバイスします。

■｢話が苦手｣、｢落ち着きがない｣、｢お友だちと遊べない｣、

｢わがまま｣、｢引っ込み思案｣など、気になる行動について、

専門的な視点で発達をチェックします

■｢どうやって怒ればいいの？｣、｢甘やかしすぎかな？｣など、

しつけや接し方について、効果的な方法をアドバイスします

■家族関係や仕事と子育ての両立など、育児に関する相談を

聴くことで不安を和らげ、対応方法を一緒に考えます

気になることは、気軽にご相談ください

市政トピックス

｢エイジフレンドリーシティー(高齢

者にやさしい都市)｣について、詳し

くは長寿福祉課へ。☎(866)2095

“エイジフレンドリーシティ”

広報あきた　平成25年８月16日号11

３歳児健診を終えたお子さんの保護者が対象で

す。落ち着きがない、友達と遊べないなどの心配事

に臨床心理士が電話で応じます。事前に子ども健康

課へお申し込みください。☎(883)1174

９月の
相談日時

９月11日(水)と25日(水)、いずれも13:30～16:30

就学前のお子さんの
行動発達面をサポート
市では、新たに｢幼児発達支援事業｣を実施しま

す。３歳児健診を終えた後、保育所(園)などの

集団生活の中で表面化してくるお子さんの行動面の心配ごと

に、専門スタッフが応じます。状況に応じて、下記のサービ

スをご利用ください。

保育所(園)の年中クラス(４歳児)の保護者

のかたが、お子さんの現在の様子を記録する

ことで、成長や発達を確認していただくノー

ト(B６判14ページ)です。ノートに記録して、

お子さんの発達や子育てで気になることがあ

ったときは、保育所(園)の健康診断などで相談しましょう。

ノートの入手方法など詳しくは、子ども健康課へお問い合

わせください。ノート(様式)は子ども健康課ホームページか

らもダウンロードできます。

http://www.city.akita.akita.jp/city/ch/hl/

すくすく電話相談室(毎月、実施日が決まっています)

＊実施日は、随時広報あきたに掲載します。

子ども健康課☎(883)1174問い合わせ

キッズ･ステップノート(幼児発達記録票)


